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第６節 環境教育プロジェクト                             

環境教育は生涯学習として、子どもから大人まで幅広い層を対象とし、いつでも、どこでも、誰で

も気軽に学べることが重要です。市民一人ひとりが環境への関心を持ち、自ら進んで学び、考え、行

動する環境保全意識の高いまちを目指し、環境教育推進のための組織を作るとともに、地域に根ざし

たプログラムや指導者の充実を図ります。 

 

指標 評価
目標値

（平成33年度）
担当課

幼稚園・小学校での環
境出前講座開催数

B
85回

（幼稚園38園、
小学校47校）

環境政策課

環境保全活動に参加
したいと思う市民の割
合（％）

- 75 環境政策課

平成２３年度の主な事業
　街頭啓発用物品としてエコバッグ、キッチンペーパー及び生活騒音防止パンフレットを制作し、イベント、駅前等で配布しました。また、環境月間（６月）、
大気汚染防止推進月間・地球温暖化防止月間（12月）等の各月間には啓発パネル展示を市役所本庁舎及び西部公民館で実施しました。

平成22年度 平成23年度

7校園9講座
(幼稚園3講座、
小学校4校6講座)

18校園24講座
（幼稚園11園16講座、
小学校7校8講座）

平成２３年度の主な事業
　奈良市地球温暖化対策地域協議会の環境教育プロジェクト事業として、20の講座メニューにより環境出前講座を提供し、幼稚園８園で１３講座、小学校
７校で８講座を実施しました。また、NPO法人奈良ストップ温暖化の会への委託により市民環境講座を行い、幼稚園３園で実施しました。

63.4 －

 
※平成23年度は環境保全活動に関連するアンケート調査を行っていないため、未評価としています（平成22年度は実施） 

 

1 奈良市環境教育基本方針 

環境問題が深刻・多様化する中で、本市の豊かな歴史的文化

遺産や自然環境がもたらしている“奈良らしさ”を将来の世代

にまで引き継ぎ、環境負荷の少ない持続可能な社会を実現する

ためには、社会経済システムや私たち一人ひとりのライフスタ

イルを根本から見直すことが必要です。そのためには、環境問

題に関心を持ち、自ら考え、具体的な行動を実践する人を育て

る環境教育が重要となることから、平成21年3月に「奈良市環境

教育基本方針」を策定しました。 

本方針では、歴史・文化、自然(生物)、水、大気、廃棄物、

食、エネルギー、地球環境など幅広いテーマを対象として、市

民・家庭、地域、学校、市民活動団体、事業者、観光客等、行

政などそれぞれの主体が自発的に環境教育を推進するための基

本的な方向性や取組を示しています。 

 

 

【実施事業】 

1 奈良市環境教育推進会議 

 学校や地域における環境教育の推進を図るために、市民、市民活動団体、学校、事業者及び市（教

育委員会）等から成る奈良市環境教育推進会議を設置し、環境教育に取り組む各主体間の連携・協働

を図りながら、環境教育プログラムの企画・開発及び人材育成等の検討を行い、環境教育が地域や学

校で定期的に実践されるような仕組みづくりを目指します。 
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2 いきものしらべ隊 

いきものが豊かに生息する清流や森林を体験的に調査・観察することで自然環境保護の重要性を学

んでもらうことを目的として、市内在住の小学生（4年生以上及び中学生）とその保護者を対象に、「い

きものしらべ隊」を開催しました。平成23年度は、紀伊半島野生動物研究会の方々を講師に招き、 

7月23日に大柳生・白砂川にて里山の動植物や両生類・魚類・水生昆虫等の観察を、8月20日に奈良公

園にて昆虫・植物等の自然観察を実施し、延べ35人の参加がありました。 

   
 

3 市民環境講座 

NPO法人 奈良ストップ温暖化の会の会員を講師として、“地球にやさしい暮らし講座”というテー

マを掲げ、主に将来を担う幼稚園児・小学生及びその保護者等を対象に、地域密着型の出前講座を実

施しています。平成23年度は幼稚園、育友会、学童保育指導員等を対象に延べ6回開催し、参加者は延

べ261人でした。 

 

4 環境出前講座 

 奈良市地球温暖化対策地域協議会の環境教育プロジェ

クトにおいて、様々なNPO・事業者等の会員が講師となり、

子どもから大人まであらゆる人を対象とした環境出前講

座を実施しています。平成23年度は保育園、幼稚園、小

学校、バンビーホーム等において延べ29回実施し、参加

者は延べ2,095人でした。 

 

 

 

5 こどもエコクラブ 

環境省では平成7年度から、地域における子どもたちの自主的な環境学習や実践活動を支援する「こ

どもエコクラブ」事業を行っています。こどもエコクラブは、幼児（3歳）から高校生までなら誰でも

メンバーとして参加できる環境活動のクラブで、活動を支える大人（サポーター）と共に結成、登録

することができます。子どもたちの環境保全活動や環境学習を支援することにより、子どもたちが人

と環境の関わりについて幅広い理解を深め、自然を大切に思う心や、環境問題解決に自ら考え行動す

る力を育成し、地域の環境保全活動の環を広げることを目的としています。 

本市でも、次世代を担う子どもたちが将来にわたり環境を大切にする意識をもち、環境にやさしい

暮らし方を実践することを目標として、こどもエコクラブの会員を募集し、子どもたちに環境保全意

識の高揚を図っています。 

平成23年度は、「どんぐり」クラブがメンバーのみんなで活動をまとめた壁新聞に応募し、こどもエ

コクラブ全国フェスティバルの奈良県代表に選ばれました。 
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（表2-24）こどもエコクラブ登録数 

※会員数はメンバー数＋サポーター数 

年度 クラブ数 会員数 （ ）内はメンバー数 

19 9 222人（183人） 

20 6  99人（ 85人） 

21 4 124人（ 94人） 

22 4 122人（ 91人） 

23 4 122人（ 91人） 

 

 

 

 

 

 

6 「大気汚染防止推進月間」及び「地球温暖化防止月間」 

 12月は暖房や車の排ガス、冬期特有の気象状況「逆転層」により、空気が一年で一番汚れていると

いわれています。また平成9年度に地球温暖化防止京都会議が開催されたのを受けて、平成10年度から

12月を地球温暖化防止月間とするよう制定されています。 

そこで、12月が「大気汚染防止推進月間」及び「地球温暖化防止月間」であることを周知し、大気

汚染防止ならびに地球温暖化防止の意識高揚を図るため、「奈良しみんだより」による啓発を行い、ま

た奈良市役所と西部公民館において、それぞれ約１週間ずつ啓発パネルを展示しました。 

 

7 「環境の日」及び「環境月間」 

 6月5日は環境の日です。これは、1972年6月5日からストックホルムで開催された「国連人間環境会

議」を記念して定められたものです。国連では、日本の提案を受けて6月5日を「世界環境デー」と定

めており、日本では「環境基本法」が「環境の日」を定めています。さらに、わが国では、当時の環

境庁の主唱により、6月の一か月間を「環境月間」とし、全国で様々な行事が行われています。 

奈良市でも、平成23年度は6月6日に近鉄奈良駅周辺において、環境にやさしいライフスタイル及び

身近な環境配慮の実践を呼びかけるため、啓発活動を実施しました。また、奈良市役所と西部公民館

において、それぞれ約1週間ずつ啓発パネルを展示し、「奈良しみんだより」においても啓発を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


